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我が国における宅配便取扱い個数は増加を続けており、2017 年度には 42 億個を超えた
1)。その大きな要因としてネット通販市場の拡大がある。経済産業省の調査によると、2017
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取りや宅配ロッカーなどによる多種の受取サービスの導入が進められているが、未だ十分
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・ トラックには走行距離制約（Operation Time Constraints：以下 OTC）が存在する。 
・ 各需要地は少なくとも 1台のトラックから配送される。 
 
2.2.1 CVRP 
 VRP の中でも一般的な CVRP の定式化をここに示す。V は Vehicle（トラック）台数を示し
ており、Nは総需要地数である。また kP は Vehicle kの積載制限であり iQ は需要地 iの需
要量、 kT は Vehicle kの OTC条件である。 ijkx は binary変数であり、i-j間をトラック kが
























1   for j= 1,2,…,N-1   (2) 


























ijki PxQ  
 1 1



























iNkx   for k=1,2,…,V   (8) 
 1 NxNyy ijkji  for 1<i≠j<N-1 and 1<k<V  (9) 
 
式(1)は総走行距離最小化を図る目的関数であり，式(2)、(3)は全ての需要地が 1 台の Vehicle
で 1 回だけ配送されることを示している。式(4)は、全てのルートは閉路になっており、分割しないこ











図 2 制約条件の例 






した。取り組みの成果を測ることを目的とし、2017 年 10 月より国土交通省が開始した再
配達率の調査結果について表 1に示す。この調査は、3つの地域での宅配便 3社（佐川急便、







表 1 再配達率の調査結果         単位（個） 
 
出典：国土交通省[5]を元に作成 
*都 市 部：東京 23区で人口密度が高く単身世帯の占める割合が高い区 
*都市部近郊 ：東京都郊外の市町村で世帯人口が多いところ 
*地 方 ：人口の少ない都道府県の市町村で人口密度が低く世帯人口が多いところ 
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11 月現在で全国各地に 3,433 箇所に設置されており、その数は今後も増やしてくとのこと
である。群馬県内には 52箇所に PUDOステーションが設置されており 8)、設置企業（場所）
を表 2にまとめた。 
表 2 では、スーパー、ドラッグストアなど、日常の生活の動線上にロッカーが設置され



























株式会社クスリのマルエ ドラッグストア  
 
表 3 東京都内（23区南部）の PUDOステーション設置場所（2018年 11月現在） 
設置企業（場所） 区分 設置企業（場所） 区分
ヤマト運輸株式会社　営業所 宅配便 セブンイレブン コンビニエンスストア
世田谷区役所 公共 ヨークマート スーパー
上北沢地区会館 公共 ライフ スーパー
小田急電鉄 鉄道・駅 玉川髙島屋S・C 百貨店
JR東日本 鉄道・駅 烏山中央自転車等駐車場 駐車場
京浜急行 鉄道・駅 岩瀬食料販売 商店（米）
レオパレス 集合住宅 ふじや 商店（酒）
パーシモンガーデン 集合住宅 ココカラファイン ドラッグストア
CARARU 集合住宅 ウエルシア ドラッグストア
イマージュ 集合住宅 コモディイイダ スーパー






































（2018年 11月 25日アクセス） 
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Abstract 
A Study in the Improvement of the Home Delivery Service System 
Takako Jingu 
With the rapid growth of the market of online shopping, the number of postal packages 
is increasing enormously. Yet, there are problems in the home delivery service system. 
Not to mention the shortage of manpower, frequent re-deliveries due to the absence of  
the recipient is one of the factors that lowers delivery efficiency of couriers. Couriers 
are trying hard to solve these problems without notable improvement. In this research, 
we investigate measures for improving the delivery efficiency of the parcel delivery 
service. We look into the matter from the angle of localization and discuss its effect. 
